
東京区部南西部・川崎市域の状況
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羽田連絡道路（仮称）



○ 東名高速～湾岸道路間は、計画が具体化されていない。
○ ９放射の中で、都心側の端末が環状道路に繋がっていないのは第三京浜のみ。

環状道路に未接続の放射道路が存在

外環道

中央環状線

圏央道

都心側の端末が
環状道路に未接続



放射道路の断面交通量

○ 第三京浜の端末で、１日約７万台が都内の一般道に流出入している。
○ 関越道～東名高速間の開通時に、東名高速～湾岸道路間が整備されないことによる
東名JCT周辺の渋滞等に対する懸念の声がある。
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東京外かく環状道路（関越道～東名高速間）対応の方針より［国交省・東京都（H21.4）］
＜これまでにいただいた意見＞

○東名以南が延伸されないまま東名ジャンクションが整備されるとジャンクション周辺の道路が渋滞すると思われ、それらが生活道路へ

影響を及ぼすことが心配（後略）

○大気質への影響を考慮して東名以南を整備して欲しい

凡 例

中央環状線外側の交通量

外環道外側の交通量

※H27.6 各高速会社トラカンデータ
（平休日の２４時間交通量）
（百台単位で記載）



東京区部南西部・川崎市域における主要な渋滞箇所

○ 東京区部南西部・川崎市域においては、放射方向、環状方向ともに慢性的な渋滞が発生。

※首都圏ボトルネック協議会において主要渋滞箇所で選定された箇所のうち、同一路線で主要渋滞箇所が連続している箇所（H25.1公表）

□ 主な渋滞区間（一般道（環状方向））

□ 主な渋滞区間（一般道（放射方向））



環状8号線・国道409号の旅行速度

○ 主要幹線道路である環状8号線・国道409号線では、特に東名高速～第三京浜間と
国道1号～産業道路間を中心に、主要交差点を先頭として渋滞が発生している。

※H27.4~9（平日）民間プローブデータから算定

旅行速度路線位置

沿道写真

至湾岸

・内陸方面が交差点を先頭に渋滞

・内陸、湾岸方向に渋滞

至内陸

至湾岸

②

：信号交差点

：立体交差点

（全国平均※以下の区間）

（全国平均※以下の区間）

※全国平均：H22道路交通センサスの昼間12時間平均旅行速度の全国平均（一般道路計）26.1km/h

（全国平均※以下の区間）

（全国平均※以下の区間）

②国道４０９号堀川町交差点付近

①環状８号線瀬田交差点

至内陸

①



環状8号線・国道409号の渋滞損失

○ 主要幹線道路である環状8号線・国道409号線の渋滞損失は、全国平均の7～12倍。
特に、環状8号線の東名高速～第三京浜間が著しい。

※H27.4～9（平日）民間プローブデータから算定

【渋滞損失時間】
環状8号線：約32万人時間/年・km

（全国平均の12倍）
国道409号：約19万人時間/年・km

（全国平均の7倍）
（全国平均：約2.6万人時間/年・km）



○ 主要幹線道路である環状8号線・国道409号においては、死傷事故率が300件/億台キロ
以上の箇所が多く存在している。

環状8号線・国道409号の死傷事故率

出典：ITARDA（平成18年～21年）（交通事故件数）
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立地する主要な空港・港湾

○ 当該地域は、臨海部に我が国のゲートウェイである羽田空港・京浜港が立地。
○ 首都圏のみならず遠方へ輸送するために各放射高速への円滑なアクセスが必要。

臨海部と主な放射高速の位置関係

京浜港の方面別長距離貨物量の割合

資料：平成25年度コンテナ貨物流動調査より作成

羽田空港の方面別長距離貨物量の割合

東名高速、関越道、
中央道、東北道方面

が約７１％

東京都

神奈川

県

埼玉県

東北道

関越道

中央道

東名高速

資料：平成25年度国際航空貨物動態調査報告書(方面)
及び平成25年空港管理状況調書（全貨物量）より作成

川崎港

羽田空港

東名高速、関越道、
中央道、東北道方面

が約８０％

注）・東北道方面：栃木県、東北
・関越道方面：群馬県、新潟県
・中央道方面：山梨県、長野県、富山県、石川県
・東名高速方面：静岡県、愛知県、愛知県以西
・その他：北海道、茨城県、沖縄県

注）長距離とは1都3県を除く道府県への輸送

注）長距離とは1都3県を除く道府県への輸送

注）・東北道方面：栃木県、東北
・関越道方面：群馬県、新潟県
・中央道方面：山梨県、長野県、富山県、石川県
・東名高速方面：静岡県、愛知県、愛知県以西
・その他：北海道、茨城県、沖縄県

東京港

横浜港



羽田空港の旅客利用の状況

○ 羽田空港の乗降客数は国内線、国際線の合計で年間7千万人を越え、全国一位。
○ 羽田空港へのアクセス手段のうち、約半分は「バス」「自家用車」「タクシー」を利用。

■羽田空港へのアクセス分担率

出典：平成２６年度国際航空旅客動態調査速報値

鉄道・モノレール
４７％

自家用車
１４％

タクシー
６％

国内線乗り換え
８％

バス
２５％

■羽田空港の発着枠の増加

■羽田空港の乗降客数の推移

出典：国土交通省 航空統計データ『空港管理状況調書』（H26）

資料： 国土交通省航空局資料（H25）

平成22年10月まで 平成25年3月30日まで 平成25年度 平成26年度

30.3

39 41
44.7

（万回）

道路を利用した
アクセスが約半分



防災拠点等の配置状況

○ 臨海部には、災害時における海上・河川・陸上輸送等への中継基地や広域支援部隊等の
一時集結地等として機能する東扇島広域防災拠点が整備されている。

【首都圏の防災拠点等】

【防災基地、広域防災拠点の位置図】

出典：『「首都直下地震応急対策活動要領」に基づく具体的な活動内容に係る計画』より作成 出典：内閣府HP（http://www.bousai.go.jp/oukyu/kunren/yobishisetu/ ）

立川広域防災基地：災害対策本部機能の代替施設
有明地区：応援部隊の活動拠点や広域医療搬送の拠点
東扇島地区：物流のコントロール拠点

【東扇島広域防災拠点】

①総理大臣官邸（危機管理センター）
②内閣府（8号館）
③防衛省（中央指揮所）
④災害対策本部予備施設へ（立川広域防災基地内）

災害対策基本法に基づく緊急災害対策本部の設置場所



高速道路へのアクセス

※H27.4~9（平日）民間プローブデータから算定

○ 東京区部南西部や川崎市域には、高速道路へのアクセスで、周辺に比べ時間を要する
地域が見られる。

※既存路線及び事業中路線（外環（関越～東名）、横浜環状北線・北西線）のＩＣからの時間圏域を算出
※民間プローブデータのない路線は、10km/hと想定

凡 例

IC（ﾌﾙﾗﾝﾌﾟ・ﾊｰﾌﾗﾝﾌﾟ）

既存ICから5分圏域

既存ICから10分圏域



川崎縦貫道路計画

○ 川崎縦貫道路は、川崎市を縦貫し、川崎市内各地を相互に連絡することで、開発拠点を
支援するとともに、他の幹線道路と一体となったネットワークを形成する路線。

○ 既に事業中のⅠ期区間（湾岸道路～国道15号：L=8.4km）と調査中のⅡ期区間
（国道15号～東名高速：L=約15km）からなる延長約23kmの幹線道路。

【経緯】

平成２年８月 都市計画決定

（国道15号～浮島）

平成６年12月 川崎縦貫（Ⅱ期）地域高規格

道路、計画路線に指定

平成７年８月 川崎縦貫（Ⅱ期）地域高規格

道路、調査区間に指定

平成９年12月 アクアライン（浮島JCT）開通

平成14年４月 高速川崎縦貫線（浮島JCT～

殿町IC）開通

平成18年２月 大師JCTの整備方針公表

・大師以西の整備先送り

・大師JCTの暫定型整備

平成22年10月 高速川崎縦貫線（殿町IC～

大師JCT）開通川崎縦貫道路Ⅰ期

H14年度完成H22年度完成

延長 約8.4km

延長
約3.5km

延長
約2.0km

大師JCT


